
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
月
二
十
六
日
か
ら
「
学
年
末
考
査
」
が
始
ま
り
ま
す 

一
年
の
ま
と
め
の
重
要
な
試
験
で
す 

家
庭
学
習
に
集
中
し
て 

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！ 

     

 
    

校
長 

佐
藤 

浩 
 

■
学
習
に
実
り
を
も
た
ら
せ
ま
し
ょ
う 

三
か
月
間
と
い
う
短
い
三
学
期
も
ち
ょ
う
ど
半
分
が
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
週
間
後
の
二
月
二
十
六
日

か
ら
三
日
間
、
「
学
年
末
考
査
」
が
あ
り
ま
す
。
一
年
間
の
ま
と
め
の
大
切
な
試
験
で
あ
り
、
生
徒
に
は
最
大
限

の
努
力
と
と
も
に
、
大
い
な
る
実
り
を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

ま
ず
、
生
徒
の
学
習
を
軌
道
に
乗
せ
、
確
か
な
収
穫
を
も
た
ら
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
何
と
い
っ
て
も
家
庭
学

習
の
時
間
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、
着
実
に
自
学
自
習
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
学
校

の
授
業
に
集
中
し
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
自
分
自
身
の
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
た

め
に
は
、
家
庭
学
習
の
時
間
を
増
や
し
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。 

 

■
中
学
生
に
と
っ
て
必
要
な
家
庭
学
習
の
時
間
は
ど
の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？ 

今
か
ら
三
十
数
年
前
、
私
が
中
学
校
の
教
師
と
し
て
勤
務
を
始
め
た
頃
、
当
時
の
学
校
で
は
生
徒
に
対
し
て
、

家
庭
学
習
の
時
間
は
「
学
年
の
数
プ
ラ
ス
一
時
間
」
が
望
ま
し
い
と
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
中
学
二
年

生
で
あ
れ
ば
一
日
三
時
間
の
家
庭
学
習
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
子
様
の
家
庭
学
習
の
状
況
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。「
学
年
の
数
プ
ラ
ス
一
時
間
」
の
家
庭
学
習
は
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
平
日
の
毎
日
に
こ
の
時
間

を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
試
験
前
の
一
週
間
に
関
し
て
は
ぜ
ひ
実
行
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

 

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
の
第
五
回
学
習
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
中
学
生
（
二
年
生
）
の
平
日
の
授
業
以
外

の
平
均
学
習
時
間
は
、
下
記
の
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
二
０
一
五
年
は
九
０
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
最
後
の
「
学
年
末
考
査
」
ま
で
ち
ょ
う
ど
一
週
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
週
間
は
、
最
低
「
学
年
の

数
プ
ラ
ス
一
時
間
」
の
家
庭
学
習
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
ご
家
庭
で
も
こ
う
し
た
「
学
年
の
数
プ
ラ
ス
一
時
間
」

や
「
平
日
の
授
業
以
外
の
平
均
学
習
時
間
九
０
分
」
の
デ
ー
タ
等
を
参
考
に
、
家
庭
学
習
の
重
要
さ
に
つ
い
て
話

題
に
す
る
と
と
も
に
、
お
子
様
へ
の
働
き
か
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
全
生
徒
が
自
分
の
実
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
集
中
し
て
試
験
勉
強
に
励
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 

令和２年２月 1 8 日 

新 宿 西 戸 山 中 学 校  

校 長  佐 藤  浩 

副 校長  多久  知明 

中学２年生の平日の授業以外の平均学習時間は、2001 年を底に前回 2006 年に引き続き増加傾向にある。 

＜２００１年：８０．３分、２００６年：８７．０分、２０１５年：９０．０分＞ 
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中学２年生の平日の家庭での学習時間（ベネッセ教育総合研究所：第５回学習基本調査2015年） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新宿区は、夏目漱石が生まれ育ち、その生涯を閉じたまちです。亡くなるまでの９年
間を過ごした早稲田南町の家では、作家として本格的な執筆活動を開始し、数々の名
作を世に送り出しました。新宿区では、夏目漱石を知り、その作品に触れる機会を創
出するため、毎年「新宿区夏目漱石コンクール」として、中学生・高校生を対象に読書
感想文「わたしの漱石、わたしの一行」を実施しています。今年度は 1,972 点（中学生 857

点、高校生 1,115 点）の応募がありましたが、本校の２年Ｊさんが見事に「優秀賞」を受賞しま
した。おめでとうございます。 ＜中学生 最優秀賞 1点、優秀賞 5点、佳作 9点＞ 

 

 

 

令和 31 年２月２日（日）、アミノバイタルフィールド、及び都立武蔵野 

の森公園において、第１１回中学生「東京駅伝」大会が開催されました。 

新宿西戸山中学校から４名の生徒が新宿区チームのメンバーに選ばれ、 

当日は、男子は１７区間中１区間で、女子は１６区間中３区間で、４名の 

生徒が選手として精一杯走りました。これまでに経験したことのない「新 

宿区代表としての責任と重圧」を感じながらも、４名の生徒は皆堂々と走 

り抜きました。結果は、５０チーム中、男子が３７位、女子が４７位でした。 

新宿区チームの選手たちは、昨年１１月から約３ケ月間、２回の選手選考会を含め、１１回の合同練

習に取り組み自らを鍛えてきました。これらの練習と大会当日でのレースを通して、駅伝の走り方、勝

負のかけ方、チームワークの大切さなど、多くのことを学ぶことができました。また、普段学校では経

験できないことを経験し、精神力が身に付き、人としても一回り大きく成長することができました。自

らの人生においても、貴重で意義深い経験となったことと思います。大いに自信をもち、これからの人

生に生かしていきましょう。本当によく頑張りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生「東京駅伝」大会 本校から４名の生徒が新宿区代表として走ってきました 

 

吹奏楽部 東京都中学校アンサンブルコンテストで、見事に「金賞」受賞！ 

令和２年１月１９日（日）、府中の森芸術劇場で、第５３回東京都中学校アンサンブルコンテストが

行われました。本校は、Ａ部門、Ｂ部門とも見事に「金賞」を受賞しました。 

生徒たちはこの本コンテストに向けて、一生懸命に練習に取り組み、着々と実力を付けてきました。

練習の成果が表れ、本番では素晴らしい演奏を披露してくれました。おめでとうございます。 

□男子第２区 ２年Ｄ組 Ｋさん（新宿区男子チームキャプテン）のコメント 
約３か月間の練習の中で、男子キャプテンとしての自覚をもち、新宿チームをまとめました。今回の自分の目標は、

どんな順位でタスキをもらっても、必ず、次の走者に１位でタスキを渡すことでした。しかし、目標を達成するこ

とができなかったのですごく悔しかったです。この悔しさをバネにこれからも頑張ろうと思いました。 

□女子第１区 ２年Ａ組 Ｌさんのコメント 

私は１番初めの１区を任されました。体調が不良でベストなコンディションではできず 

不安が大きかった大会でした。結果は目標だった５位とかけ離れた１６位で残念でした 

が、３年である駅伝大会では気持ちを切り替えて頑張りたいと思います。 

□女子第９区 ２年Ｃ組 Ｍさんのコメント 

私は、今回９区を走らせてもらいました。９区は順位をキープすることが役割ですが、 

私はそれを果たすことができませんでした。抜かれた後もついていけず、自分の弱さが 

出てしまいました。今後の練習では、この反省を生かし、頑張っていきたいです。 

□女子第 16 区 ２年Ｃ組 Ｎさんのコメント 

 私は今回、一つでも順位を上げることが目標でしたが、一つも順位を上げることができず力不足を感じました。こ

れからは３月の駅伝大会に向けて、部活と両立しながらさらに力を付けられるよう、日々の練習に励んでいきます。 

 

読書感想文部門（中学生の部） 優秀賞  ２年 Ｊさん 「私の一行」 

  

■Ａ部門 打楽器五重奏 雪灯籠／白虎 

Ａさん・Ｂさん・Ｃさん・Ｄさん・Ｅさん 

■Ｂ部門 サックス四重奏 異教徒の踊り 

Ｆさん・Ｇさん・Ｈさん・Ｈさん 

新宿区夏目漱石コンクール 「優秀賞」受賞 


